
東輝・詳徳中学校ブロック適正化実施計画(修正案) 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

中学校 

生徒数 

小学校 

児童数 

Ｈ２７ 
(実数) 

Ｈ３３ 
(推計) 

Ｈ２７ 
(実数) 

Ｈ３３ 
(推計) 

詳徳 ３２５ ３３０ 
詳徳 ２６７ ２３０ 

安詳 ８６５ ８８０ 

東輝 ６９９ ７２０ 南つつじヶ丘 ３７１ ２７５ 

つつじヶ丘 ７２１ ６１０ 
亀岡 ５７７ （８０） 

 
                         

見直し後 

中学校 

生徒数 

小学校 

児童数 

Ｈ２７ 
(実数) 

Ｈ３３ 
(推計) 

Ｈ２７ 
(実数) 

Ｈ３３ 
(推計) 

詳徳 ３２５ ５５５ 
詳徳 ２６７ ３３５ 

安詳 ８６５ ６７０ 

東輝 ６９９ ５７５ 
南つつじヶ丘 ３７１ ３８０ 

つつじヶ丘 ７２１ ６１０ 

※何れも推計値には、宅地開発による転入等の社会増を見込んでいない。 

具体方策 

●安詳小学校区の一部を詳徳小学校区とつつじヶ丘小学校区に移行し、教室

不足に対処する。 

●つつじヶ丘小学校区の一部を南つつじヶ丘小学校区に移行し、両校の全て

の学年で複数学級を維持する。 

●上記の見直しに合わせて、東輝中学校区(亀岡中学校区)と詳徳中学校区を

見直すことで、両中学校ブロックの１中２小を実現し、小中一貫教育をさ

らに推進する。 

適正規模 ３６０～５４０ 





東輝・詳徳中学校ブロック適正化実施計画（修正案） 

【実施方法】 

（小学校区） 

 修正前 案１ 案２ 

実施年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３１年度 

方法 

・新１～６年生（現４歳児～

４年生）まで全て移行し、

新６年生は選択制 

・従来校に兄姉がいる場合

は、平成３０年度に限り特

例を認める 

・新１年生（現４歳児）から

移行し、従来校に兄姉がい

ても特例は認めない 

・新２～６年生は選択制 

・新１～６年生（現３歳児～

３年生）まで全て移行し、

新５・６年生は選択制 

・従来校に兄姉がいても特例

は認めない 

実施前の交流 必要あり 必要なし 必要あり 

学用品の補助 

多い 

※平成３０年度に限り、学校を

移っていただく児童が対象 

少ない 

※平成３０年度に限り、学校を

移っていただく児童が対象 

多い 

※平成３１年度に限り、学校を

移っていただく児童が対象 

メリット 

・デメリット 

・周知期間が短く、準備期間

が少ない 

・在校生の転校がある 

・通学はこれまでと大きく変

わらない 

・周知期間は短いが在校生の

転校がない（希望者のみ） 

・通学は１年生だけになる可

能性がある 

・周知期間が取れ、準備期間

も取れるが、在校生の転校

がある 

・通学は４年生以下と、ある

程度の集団でいくことが

できる 

適正化の効果 大きい 小さい やや大きい 

 

（中学校区） 

 修正前 案１ 案２ 

実施年度 

修正案１と同じ 

平成３０年度 平成３１年度 

方法 

・新１年生から移行 

（現小学５年生から） 

・平成３０年度に限り、従来

校に兄姉が通学している

生徒のみ従来校も選択で

きる 

同左 

実施前の交流 必要なし 同左 

学用品の補助 必要なし 同左 

 

【今後のスケジュール】 

２月上旬～  各小学校で説明会 

２月中旬～  各地域での説明会 

３月     教育委員会で決定 



東輝・詳徳中学校ブロック学校規模適正化実施計画（修正案） 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

南つつじヶ丘小学校区 

安詳小→つつじ小 

安詳小→詳徳小 

詳徳小学校区 亀岡小学校区 

つつじヶ丘小

小 

南つつじヶ丘小 

詳徳中 

しょう

小 

詳徳小 

安詳小 

東輝中 

文 

亀岡中

しょう

小 

亀岡小 

しょう

小 

文 

詳徳中学校区 

亀岡中→東輝中 

つつじヶ丘小学校区 

宮の谷川 

土井川 安詳小学校区 

亀岡中学校区 

東輝中学校区 

つつじ小→南つつじ小 

安詳小→詳徳小 

東輝中→詳徳中 

国道9号 

赤川 

篠ランプ9 号線 

中矢田篠線 

西川 


